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　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済及び世界経済は、新型コロナウイルス
感染拡大防止と経済活動再開の両立が求められる中、引き続き行動制限による影響等
は継続したものの、先進国を中心にワクチン接種も進む中、緩やかな回復基調となり
ました。
　このような環境のもと、当社グループは今年度からスタートした長期ビジョン
「VISION30」及び中期経営計画「ローリングプラン FY2021～FY2023」の主要3戦略
である①人材戦略②マーケット戦略③経営基盤強化の各方針に基づき、経営計画を実
行し企業価値向上に努めてまいりました。
　その結果、当第2四半期連結累計期間の経営成績は、売上高10,056百万円（前年同
期比18.9%増）、営業利益1,022百万円（前年同期比39.0%増）、経常利益1,026百万円
（前年同期比35.3%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益659百万円（前年同期比
43.5%増）と第2四半期連結累計期間の最高売上・最高利益を更新いたしました。
　引き続きグループ一丸となって鋭意努力し、更なる成長と企業価値向上に努めてま
いります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願
い申しあげます。

ごあいさつ

代表取締役社長 岡 田  祐 司

株主の皆様へ Top Message

財務ハイライト Financial Highlights

証券コード：6294

当社グループ  マスコットキャラクター
オカダライオン

第63期 第2四半期  株主レポート
2 0 2 1年4月1日  ～ 2 0 2 1年9月3 0日
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※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

主力の圧砕機は再開発やビル・工場等の
建替需要が回復し売上増
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12.1%

4.4%
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売上高構成比
海外事業

80.8%
売上高構成比
国内事業

セグメント別・品目別の概況

大割機
「TS-Wクラッシャー」
鉄骨構造（S構造）、
鉄筋コンクリート構造（RC構造）、
鉄骨鉄筋コンクリート構造（SRC構造）
など多様で過酷な解体現場で
活躍します。 

2.8%

51.9%

四半期連結貸借対照表（単位：百万円） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

四半期連結損益計算書（単位：百万円）

446百万円大型環境機械

347百万円林業機械

1,217百万円補材、修理

283百万円その他5,216百万円解体環境アタッチメント

再生可能エネルギーとして見直されている
水力発電所の改修工事が引き続き底堅く
売上増

609百万円ケーブルクレーン

事業概要 Operating Results

連結財務諸表（要約） Consolidated Financial Statements

木材破砕機
「ログバスター」
木質バイオマス発電で
必要な燃料チップを
間伐材などの未利用材
から作ります。 

小割機「コワリクン」
標準モデルに加え鉄筋吸着機
能が付いた「マグネットコワリ
クン」も人気モデルです。

油圧ブレーカ
「TOP205J」
海外・国内向けに作られた
世界統一モデルの中型油圧
ブレーカです。

グループ連携により販売を強化した結果
売上増

「木材用グラップル」
木材の選別、積込み作業が自由に行えます。
標準型から旋回強力型、電磁弁内蔵型
まで豊富な機種を取り揃えています。



10月10日（日）、11日（月）の2日間、「北海道苫小牧市東部地域」において開催された【2021森林・林業・環境機械展示
実演会】に今年も出展いたしました。昨年はコロナ禍の影響で延期になりましたが、今年は新型コロナウイルス感染症
対策を万全に行い開催されました。ブース面積は約2,000㎡に新型機・ハイブリッドバケットOHB-120（下記に詳細あ
り）、プロセッサNSP-45（参考出品）など出展、デモンストレーションでは多くの来場者様に観覧頂き、実演後にはお
客様に出展機を近くで見て頂くことができました。会場来場者数は2日間で約3,000名のうち当社ブースには約1,530名
のお客様にお越し頂き、当社の林業機械類に注目が集まっていることを実感いたしました。今後も日本の林業活性化に
貢献できる様にグループ一丸となって努力してまいります。

広島営業所移転

林業複合アタッチメント ハイブリッドバケット OHB-120

2021年10月、広島営業所を廿日市市より広島市西区へ移転させ、
事務所兼整備工場を新設しました。整備工場には15t、4.8t、2.8tの
天井クレーンを計5基設置し、大型化する解体アタッチメントや大
型環境機械の整備・修理に対応、さらに整備工場棟の屋根内側に遮
熱シートを施し、作業中の熱中症対策にも対応しています。また、
営業所機能と整備工場を新設増強したことにより、営業エリアに岡
山県・鳥取県を加え従来の広島県・山口県・島根県と合わせて5県
が担当営業エリアとなります。今後もお客様により良い商品とサー
ビスをご提供してまいります。

降雨の多い日本の森林は、丈夫な道づくりを行うために路網の整備が推進されています。
路網の整備にはいくつかの工程と人手が必要になり、多くの作業時間が費やされます。
そういった背景に合わせて当社の新商品として開発されたのが「OHB-120ハイブリッドバケット」です。以下
の写真の様にこの機械1台で路網を整備する多くの作業を一元化できます。今後も林業市場のニーズに合わせ
た製品開発を行い、営業活動の強化を続けてまいります。

ハイブリッドバケットにより作業の一元化が可能に！

路網作設工法
チェーンソー等による進路木の伐採、集材のための短幹切断
掴み機での切断木の運搬
バケットによる除根、埋戻し
ローテータ付きアタッチメントでの路面転圧・法面整形
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住 所 〒733-0036  広島県広島市西区観音新町3丁目10番43号

T E L 082-208-0900 F A X 082-208-0901

広 島
営業所

広島営業所

新製品情報

TOPICS
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【2021森林・林業・環境機械
展示実演会】に出展

1 3 4

従来の工法では、各工程で
複数の重機や手作業が必要
となり、多くの作業時間が
費やされていました。

2
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商 号 オカダアイヨン株式会社
OKADA AIYON CORPORATION

本 社 〒552－0022  大阪市港区海岸通四丁目1番18号
TEL. 06－6576－1281

設 立 年 月 日 1960年9月1日
資 本 金 2,221百万円
従 業 員 数 203名

主要な事業内容
● 油圧ブレーカ TOP、TOP-V、超低騒音TOP-S、TOP-J
● 圧 砕 機 TS-Wクラッシャー、TSRCクラッシャー

TS-Wカッター、TS-Sカッター
コワリクン、マグネットコワリクン、アイヨン与作

● 大型環境機械 タブグラインダー、ウッドホグ、ログバスター
ビッグバス、プラント関連機器

主要な営業所
東京本店・関西支店・札幌営業所・盛岡営業所
仙台営業所・湘南営業所・中部営業所・北陸営業所
広島営業所・四国営業所・九州営業所・東京オフィス
海外事業所

オカダアイヨングループ
株式会社アイヨンテック・株式会社南星機械
Okada America, Inc.・Okada Europe B.V.・Okada Thailand Co.,LTD.

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日

剰余金の配当　毎年3月31日
（当社は中間配当制度を設けておりますが、現在は
期末配当のみを行うこととしております。）
上記のほか必要と認めたときは、あらかじめ
公告いたします。

単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先）〒168－0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120－782－031（フリーダイヤル）
受付時間9：00～17：00（土日休日を除く）

イン タ ー ネット
ホームページURL

https://www.smtb.jp/personal/procedure/
agency/

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたし
ます。なお、電子公告によることができない 
事故その他やむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に掲載いたします。
アドレスは、https://www.aiyon.co.jp/

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部

（2021年9月30日現在）会社の概要

（2021年9月30日現在）役員

株主メモ

代表取締役会長 苅 田 俊 幸
代表取締役社長 岡 田 祐 司
常 務 取 締 役 前 西 信 男
取 締 役 山 口 照 和
取 締 役 川 島 政 浩
社 外 取 締 役 岡 本 富 男
社 外 取 締 役 古 田 　 均
社 外 取 締 役 小 林 　 恵
常 勤 監 査 役 打 田 幸 生
社 外 監 査 役 稲 田 正 毅
社 外 監 査 役 中 尾 正 孝

配当金・配当性向の推移

株　　主　　名 持株数（株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 888,600 11.10
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 538,900 6.73
岡田勝彦 369,300 4.61
岡田眞一郎 348,000 4.35
極東開発工業株式会社 300,000 3.75
株式会社三井住友銀行 242,930 3.03
株式会社三菱UFJ銀行 220,000 2.75
株式会社南星 200,000 2.50
株式会社テイサク 185,000 2.31
株式会社池﨑鉄工所 180,100 2.25

（注） 1.自己株式を370,015株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
 2.持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主還元 株主の皆様の日頃のご支援への感謝と、更なる当社株式への投資の魅力向上のために、
2022年4月より付与ポイントを一部変更いたします。

株主優待ポイントの利用状況及び当社株式への投資の魅力をより一層
高め、中長期的に保有していただける株主様の拡大を図ることを目的と
してプレミアム優待倶楽部のポイントを拡充することといたしました。

株主優待制度拡充のお知らせ

オカダアイヨン・
プレミアム優待倶楽部

権利確定日　2022年3月31日

 詳しくは、当社ホームページをご覧ください。

大株主［上位10名］ （2021年9月30日現在）


